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抄録
　ロジスティック回帰モデルにおける Jeffreys Priorを用いた罰則付き最尤法について扱う．この推定法は，ス
コア関数を修正することによる最尤推定量のバイアス補正法である「Firthの方法」と同等であり，ロジスティッ
ク回帰モデルにおいて最尤推定量が発散する状況でも有限の推定値を得る手法としても広く利用されている
[1][2][3]．抄読会の前半では，この手法に関して特に 1.罰則付き対数尤度のヘッセ行列, 2.推定量の解析的な表
現に着目して得られた結果を紹介し，手法の性質について考察する．後半ではモデル選択問題に関する提案手
法について，現状得られている結果を共有する．
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